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「私の木」から「みんなの森」へ
　今年の 3 月、2 万人近い犠牲者が出たあの大地震・大津波から 4 年を迎えた仙台で、第 3 回国連防災世

界会議が開催されました。4 日目の 3 月 17 日午後、仙台市情報・産業プラザ多目的ホールで「森の防潮堤

推進シンポジウム」（主催：いのちを守る森の防潮堤推進東北協議会、会長日置道隆氏＝レナフォ理事）が

開かれました。800 人を超える聴衆は、多くのパブリック・フォーラムの中で最も多くの人々が集まった会

場の一つだったと聞いております。シンポジウムの講師はレナフォの監事をお願いしている横浜国立大学学

長の鈴木邦雄先生をはじめ、生態学、脳科学、哲学など広い分野の科学者・研究者らであり、それぞれ感動

的な講演でした。

　その中でも、本川達雄氏（東京工業大学名誉教授）は生物学の立場から大変ユニークな話をされました。「広

い利己主義が必要」というのです。この場合の己（私）とは今生きている自分だけでなく、「父母である私」「今

の私」「子供の私」「孫の私」、つぎつぎに渡してゆく私。いのちを繋げたいと思うのが生物。今の肉体は土

に還るが、次の世代に引き継ぎながら私はずっと生きてゆく。絆で繋がれている人々も私、そして環境も私。

狭い今の私から広い私への発想の転換が必要。夢や希望が無ければ幸せになれないし、夢や希望は次の世代

が存続するという大前提がなければ持てない。そんな内容でした。　

　この発想に立つと、ふるさとの森づくりは次の世代に生きる私のために、今の私が苗木を植えることにな

ります。環境という私を堕落させないために、今の

私が敷きワラを敷くことになります。

　先日ある団体からメールをいただきました。寄付

を募って氏名札を苗木に付けたが、枯れている苗木

がある。10 年間保証しているので枯れた苗木は補

植し、それに名札を付け替える必要がある。という

ものでした。

　この時、仙台シンポジウムでの本川先生の話を思

い出しました。自分の名札を苗木に付け、その木だ

けが生長することに夢を持った人は、今の私しか意

識しない状態かも知れません。ちょっと広い私を意

識すれば、その木が枯れても悲しむ必要がないので

はないでしょうか。名札を付けられた苗木が何かの都合で枯れても、混植密植されたその木は、生長を続ける

森の中で、自分の役割を立派に果たして、自然淘汰の結果土に還った、と思えば喜ぶべきではないでしょうか。

　狭い「私の木」から、広い「みんなの森」への発想転換を促したいですね。

（髙野　義武）
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2年前に植えられた宮城県岩沼市の「森の防潮堤」（3月18日）
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　連携して森づくりに取り組んでいる神奈川県と静岡県の福祉施設の障害者グループ「どんぐりブラザーズ」
などによるコラボイベント。6施設約80人の障害者とボランティアら250人が参加した。
　「めぐりの森」第9回植栽地の隣接地の緩斜面に幅10㍍、高さ2㍍、延長30㍍のマウンドを構築。レナフォ
は後援団体として参画し、植栽地の造成も協力した。下層土を破砕し、赤土を盛り土して混合、周辺から刈り取っ
た野草をすき込んだ。
　植樹祭は、晴天の下、午後零時半から開会式。宮脇昭・レナフォ特別顧問（横浜国立大名誉教授）の講演・
指導のあと、約1時間かけて1000本を植えた。
　午前中には周辺のすでに植えた植栽地で草抜き作業を市民参加の「育樹祭」として実施し、65人が参加した。
　この日の植樹祭の模様が11月 25日、テレビ神奈川の番組で放映された。

▼主　催：社会福祉法人進和学園、㈱テレビ神奈川
▼協　賛：進和学園いのちの森づくり基金、
　　　　   　三井住友海上あいおい生命保険（株）、
　　　　　  フィアットクライスラージャパン
▼後　援：神奈川新聞、
　　　　　   協働参加型めぐりの森づくり推進会議、
　　　　　   NPO法人国際ふるさとの森づくり協会（レナフォ）　
▼協　力：NPO法人エコメッセ、NPO法人共和のもり、
　　　　　  （株）大川印刷　　　　
▼植樹実績：308 ㎡、22樹種 1000 本
▼主な樹種：タブノキ、スダジイ、アラカシ、　　　　　　
　　　　　　シラカシ、ウラジロガシ、オオシマザクラ

その後の森林再生活動
「どんぐりブラザーズと植樹大作戦」1000 本植樹祭（2014 年 11 月 23 日、横須賀市湘南国際村）

　2013 年 12 月、14 年 10 月に続いて３回目の植樹祭。レナ
フォは前日まで 3 日間の準備段階から植栽地の造成作業など
で協力したが、前半の 2 日間は雨やみぞれが降る厳しいコン
デションの中での作業を強いられた。植樹祭は、当日の午前、
遠藤敬介社長＝写真㊨㊤中央＝が先頭に立って、従業員と支
援の市民グループら 170 人が参加し、約 4000 本を植えた
＝写真㊨㊦。

▼植樹指導：遠藤敬介社長
▼植樹実績：36 樹種 4105 本
▼主な樹種：シラカシ、スダジイ、タブノキ、
　　　　　　ヤマザクラ
▼技術指導：NPO法人国際ふるさとの森づくり協会（レナフォ）
▼協　力：出雲大社相模分祠、社会福祉法人進和学園、
　　　　　　（株）研進、NPO 法人共和の森、
　　　　　　どんぐりブラザーズ、
　　　　　　山北町シルバー人材派遣センター
▼参加者：従業員ら総勢 170 人　

（株）トヤマ 新社屋落成記念第 3回植樹祭
（2015 年 4月 10 日、神奈川県足柄上郡山北町岸字丸山）

午前中に市民参加で草抜き作業が行われた
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2014年通常総会・レナフォ講演会
（2014年10月24日、横浜市技能文化会館）

　2009年 5月から始まった湘南国際村での市民参加の
植樹事業は 10 回となり植栽ブロックは 50 カ所を数え
ている。育成期の管理作業として 3 年間草抜きを実施
しているが、植栽の経過年数、苗木の生長状況などを
確認しやすいように、植栽時期を明記した表示板を全
ブロックに設置した。プラスチック製のプレート（幅
25㌢×高さ15㌢）に木製の支柱（45㍉×45㍉、長
さ 45 ㌢）を付けたもので、植栽時期ごとにプレートを
色分けしている。取り付け作業は 4 月に担当事務局員らが行い、観光で来日中のオーストラリア人、ポール
さん＝写真㊨＝にも飛び入りで手伝っていただいた。
（表示板の製作費用はイオン環境財団の助成に依りました）

　通常総会終了後、午後 6時 30 分開会でレナフォ特
別顧問の宮脇昭横浜国立大学名誉教授が、「いのちを
守る森を　レナフォから世界へ」の演題で講演した。
宮脇先生は 7 月に天皇、皇后両陛下を前にご進講し
たことに触れ、その中で、「大事なのは命。生物学的
には男性 120 年、女性は 130 年は生きることができ
ますと話したら（両陛下は）顔を見合わして笑顔をみ
せられた」とエピソードを紹介し、「レナフォの皆さ
んの実行力の下、市民が主役となり、いのちの尊さ、
厳しさ、はかなさ、素晴らしさを実感し、地域景観と
共生する本物の森を、今すぐ作りましょう」と話した。

＜このほかの主な講演要旨（質疑内容を含む）＞
　　＊昨日まで福井県の大飯原発の地質調査跡地に植
えるための現地調査をしてきた。大飯では地層調査
の跡地に種子吹き付けを施していたが、そこへ本物
の森をつくろうということで来年 5 月に植えること
を決めてきた。
　　＊原発、私は絶対反対だ。開発途上国などで（原発を）
いっぱい作ろうとしている。ドイツのメルケル（首相）
は（原発を）やめると言っている。私の友人のリチャー
ド・ポット（ハノーバー大学教授）も（やめるべきだと）
そういっている。フランスは原発をいっぱい作ってい
て、その高いエネルギーをドイツが買っている。
　　＊両陛下へのご進講は予定時間 40 分のところ 70 分になった。平成の森を作らせていただきます、と申
し上げてきた。今、私は東京都などに、2020 年の東京五輪で、一口 10 ユーロ（1000 余円）で苗木 3 本
の寄付を募って「東京五輪の森」をつくろうと提案をしている。　　　　　　

湘南国際村の植栽地で維持管理事業
（2015 年 4月 6日、神奈川県横須賀市）

会場には勤め先から参加した人も

「台風、地震、大津波にも耐え、9千年続く森を」と語る宮脇名誉教授
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第7回  森づくり専門家研修 参加者募集中
　第 7 回目となる宮脇昭･横浜国立大学名誉教授提唱の「ふるさとの木によるふるさとの森づくり」の理論と実
践を学ぶ森づくり専門家研修が 6月19日～ 21日の 3日間、神奈川県葉山町の湘南国際村センターで開催され
ます。世界の五大陸で熱帯雨林をはじめ数多くの森林再生の実績を積み重ねて、東日本大震災被災地の植樹事
業の指導指針にもなっている森づくりの基本を修得する集中研修です。9 講座と実習を受講した試験合格者に
は「植生工学士（ふるさとの森づくりマイスター）・商標登録第５３５１７８７号」の資格証が授与されます。

◎専門家研修の募集要領
▽日程：2015 年 6月 19日（金）、20日（土）、21日（日）
▽場所：神奈川県湘南国際村センター　
▽参加費用（研修費・試験費・宿泊費・食費）　※通いの場合、宿泊費 14,000 円は不要
　会員：69,000 円（直前入会可）　非会員：79,000 円

◎専門家研修カリキュラム
6月19日   9:40～10:00　オリエンテーション

10:00～12:00　ふるさとの森づくりの哲学　　　　　　鈴木邦雄　横浜国立大学名誉教授
13:00～14:30　環境マネージメントと社会の価値創造　鈴木邦雄    同
14:45～16:15　低炭素型社会の実現を目指して　　　　中嶋義臣　IPCCリポートコミュニケーター　
16:30～18:00　企業緑地としての森づくり　 　　　　  後藤幸雄　（株）三五 森づくり事務局長

20日 9:00 ～10:30　災害と森のはたらき　　　　　　　　 林　寿則　IGES 国際生態学センター研究員
10:45～12:15　ふるさとの森づくり 手法と実施事例   　髙野義武   レナフォ理事長
13:15～17:00　現場実習　　　　　　　　　　　　　髙野義智    エスペックミック（株）技術員

21日   9:00 ～10:30　緑環境づくりへの市民の力　 　          石村章子 NPO法人地球の緑を育てる会理事長
10:45～12:15　ふるさとの森の機能　　　　　　　　　原田　洋  横浜国立大学名誉教授
13:15～14:45　土壌動物による自然性評価　　　　　　原田　洋　同
15:00～16:00　試験

　　　　　　※IPCC＝気候変動に関する政府間パネル　　　IGES＝財団法人地球環境戦略研究機関　

◎研修の申し込み方法
申し込みは、ホームページ http://www.renafo.com/から。参加費用は、6月 10 日までに下記の口座へ
お振 込みください。
　　              　　　銀行名：三菱東京UFJ 銀行三軒茶屋支店
　　              　　　口　座：普通預金　3858654
　　              　　　名　義：特定非営利活動法人国際ふるさとの森づくり協会　　

NPO法人　国際ふるさとの森づくり協会　（ReNaFo）　
東京事務所　〒154-0023　東京都世田谷区若林5-21-1　             TEL：03-3422-2765  FAX：03-6805-2794
長野事務所　〒389-1223　長野県上水内郡飯綱町袖之山497-4　TEL：026-253-4740  FAX：026-219-1203

　レナフォは、国内外で「ふるさとの森づくり」活動で協働する仲間を募集しています。いっしょ
にふるさとの森づくりを進めましょう。申し込みは、上記のホームページから。会員には個人会員
と団体会員があり、年会費は ▽個人正会員 6,000 円 ▽個人賛助会員 3,000 円 ▽団体正会員
100,000円 ▽団体賛助会員50,000円です。

（編集制作：恩田　重男）

会員募集中です会員募集中です会員募集中です


